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日本語指導が必要な外国人児童生徒数

10年で２倍



言語 小学校 中学校

ポルトガル語 36 17

スペイン語 16 6

フィリピン系言語 22 5

中国語 9 3

英語 1 0

その他 4 1

計 88 32

言語別児童生徒数
(Ｈ29.5.1／ 人)
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日本語指導が必要な外国人児童生徒が在籍する学校数

分散化傾向にある



桑名市の現状

①10年間で、２倍に増加。（60人⇒120人）

②多言語化している。

（⇒ポルトガル語、スペイン語、フィリピン系言語、その他（モンゴル語 等）

③転出入が多い。４月～１月 転入33人、転出30人

④転入者すべての言語に対応できていない。

⑤日本語指導の時間確保等が十分できない。

⑥放課後に日本語習得の促進を図る機会が少ない。


